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①

③（源泉）控除対象配偶者・扶養親族数等・特定親族特別控除の額

●『（源泉）控除対象配偶者の有無等』は、次のように記入してください。

年末調整を受け、控除対象配偶者を有するとき。

または年末調整を受けず、源泉控除対象配偶者を有するとき。

有…「有」欄に○（老人の場合は、「老人」欄にも○）

該当者がいない場合は記入する必要はありません。

※（源泉）控除対象配偶者が有の場合、配偶者特別控除は受けられません。

●配偶者（特別）控除の額は、年末調整したもののみ記入してください。

●『扶養親族の数』『16歳未満扶養親族の数』『障害者の数』は、太枠内に該当人数を記入してくだ

さい。

老人扶養のうち、本人または本人の配偶者の直系尊族で同居者がいる場合は、左に内数を

記入してください。

特別障害のうち、同居者がいる場合は、左に内数を記入してください。

●『非居住者である親族の数』は、日本国内に居住していない扶養親族がいる場合に該当人数を記入し

てださい。

NEW！●『特親』は、主たる給与等において、年末調整を行っている場合で、特定親族が

いる場合には、「左の欄」に、主たる給与の支払者が自己が支払う給与から控除した特定親
族の数を記載してください。

NEW！●『特定親族特別控除の額』は、「給与所得者の特定親族特別控除申告書」に基づい

て控除した特定親族特別控除の額を記載してください。
（注）親族等の合計所得金額が58 万円以下の場合又は123 万円を超える場合は、特定親
族特別控除の適用を受けることはできません。適用が受けられるのは年末調整をした受給者
のみです。

③

⑥

⑦

⑧

⑨

⑫

⑩

④

⑪

⑬

⑤

⑭

①住所

令和８年１月１日現在の住所または居所（アパート等については部屋番号まで）を記入してください。

（原則的に住民登録をしているところの住所を記入しますが、住民登録がなくても、その場所が生活の

本拠地であると認められる場合には、居所を記入します。）

※住民票の住所と異なる場合には、住民票の住所を下段にカッコ書きしてください。

②

②種別

「給料」「賞与」「専従者給与（専給）」などのように給料等の種別を記入してください。

④、⑤（源泉・特別）控除対象配偶者欄・控除対象扶養親族等欄・１６歳未満の扶養親族欄

控除対象配偶者、配偶者特別控除の対象となる配偶者、源泉控除対象配偶者、控除対象扶養親族等及

び16歳未満の扶養親族の氏名、フリガナ及び個人番号を記入してください。

控除対象配偶者又は16歳未満の扶養親族が非居住者である場合は『区分』に○を記入してください。

ただし、控除対象扶養親族が非居住者である場合は「01」～「04」の区分に該当する数字を記入して

ください。

また、控除対象扶養親族等又は16歳未満の扶養親族が５名以上いる場合は、⑤へ５人目以降の個人

番号を記入してください。その際、⑨「摘要」欄に記入する氏名と対応関係がわかるようにしてくださ

い。

NEW！特定親族特別控除の適用を受けた場合は、特定親族各人別の特定親族特別控除の額

に応じて、区分の欄に該当する数字を記載してください。

⑥社会保険料等の金額欄

小規模企業共済等掛金に係る控除額を含んでいる場合は、これを上段にカッコ書きしてください。

⑧

※本人とその扶養親族等の個人番号（マイナンバー）は必ず記入してください。


